
▼
２
月
27
日
、
つ
い
に
津
奈

木
イ
ン
タ
ー
が
開
通
し
ま
し

た
。
八
代
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
し
や
す
く
な
り
、
お
出

か
け
や
出
張
な
ど
と
て
も
行

き
や
す
く
な
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。
今
月
の

特
集
『
つ
な
が
る
ま
ち
』
で

は
、
イ
ン
タ
ー
開
通
を
き
っ

か
け
に
ひ
と
つ
に
ま
と
ま
っ

た
津
奈
木
町
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
の
坂

口
さ
ん
の
地
域
活
性
化
へ
の

熱
い
思
い
も
掲
載
し
て
い
ま

す
。
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
す
る

中
で
、
お
も
て
な
し
企
画
を

行
う
の
に
と
て
も
苦
労
を
し

た
と
い
う
話
も
聞
き
ま
し
た
。

地
域
活
性
化
と
は
ど
う
い
う

こ
と
な
の
か
―
。
何
か
の
ヒ

ン
ト
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
ぜ
ひ
ご
一
読
く
だ
さ
い

▼
町
の
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

と
「
総
合
戦
略
」
も
策
定
さ

れ
、
こ
れ
ら
に
つ
い
て
も
掲

載
し
て
い
ま
す
。
数
十
年
後

に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
う
か

も
し
れ
な
い
津
奈
木
町
。
今

の
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の

か
。
前
述
の
「
地
域
活
性
化
」

と
も
併
せ
て
考
え
て
い
き
た

い
と
こ
ろ
で
す
。　
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２月 27日津奈木 IC 開通
【特集】つながるまち

「消滅可能性都市」指摘
町の将来へ向けて
「人口ビジョン」「総合戦略」

　1962 年、熊本県八代市生まれの画家・澤村武山。
本展では新作を中心に日常のなかの穏やかなうつろ
いを捉えた澤村作品の魅力ある作品を展示します。

４月29日（金・祝）
▼
７月18日（月・祝）

■場　所　　つなぎ美術館１階・３階展示室
■観覧料　　一　　般　３００円
　　　　　　高・大生　２００円
　　　　　　小 ･中生　１００円
■主　催　　つなぎ美術館

つなぎ美術館　〒 869-5603　熊本県葦北郡津奈木町大字岩城 494　☎ 0966-61-2222　FAX0966-61-2223

澤村武山　いつもの風景、流れるとき

　ことし３月末に２年９か月の活動を経て
閉局する住民参画型アートプロジェクト「赤
崎水曜日郵便局」に届いた手紙の中から 200
通を選び、前期と後期にそれぞれ 100 通ず
つを展示します。

４月17日（日）まで
■場　所　　つなぎ美術館３階展示室
■観覧料　　無料
■主　催　　つなぎ美術館

赤崎水曜日郵便局　水曜日の消息（収蔵品展）

《赤崎風景》　2013 年　作家蔵

関連プログラム
アーティストトーク
日　時　４月 29 日（金・祝）
　　　　午後２時～午後３時
会　場　展示室
定　員　30 人（要事前申込・先着順）
参加費　観覧料
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町消防点検を実施します町消防点検を実施します

確認じゃ！低所得の高齢者向確認じゃ！低所得の高齢者向
け給付金　年金生活者等支援け給付金　年金生活者等支援
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No. ４
このみ漬けオードブル

【材料（４人分）】
このみ漬け…４切れ
かぶ大根…中１玉
大葉…４枚
トマト…１/２個
イタリアンドレッシング…適宜

【作り方】
①このみ漬けは１切れを４等分のそぎ
切りにする。

②かぶ大根は皮を除き、スライサーで
薄輪切りにする。

③トマトは縦半分に切り、さらに３
mm厚さの横スライス切りにする。

④大葉は縦半分に切る。
⑤かぶ大根１枚に大葉１/２枚、トマト
１枚、このみ漬けを重ねる。

⑥最後に少量のドレッシングをかける。

★ワンポイント★
食べやすく調理されたコノシロ魚の甘
酢漬け加工品はそのまま食べても酒の
肴になります。組み合わせ次第でおしゃ
れなサラダにもぴったりです。

景観建築関係の届け出窓口／危
険物取扱者試験の案内／果物な
どに害を与えるハエにご注意く
ださい／ミツバチへの農薬危害
防止／リ・グラスアートを作ろ
う／高齢者のための無料職業
相談所／特殊詐欺の被害を防止　
金融機関窓口で声かけ実施／平
成 28 年度水俣病犠牲者慰霊式

つなぎの

地元食材を使ったレシピを紹介

レシピ集ガイドは役場振興課窓口
に置いてます。ご自由にお取りく
ださい。

　

景
行
天
皇
が
九
州
征
伐
の
帰
途

に
船
を
「
お
つ
な
ぎ
に
な
っ
た
」

と
い
う
伝
説
が
「
津
奈
木
」
の
名

の
由
来
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
町

に
は
三
太
郎
峠
の
ひ
と
つ
で
あ
る

津
奈
木
太
郎
峠
が
あ
り
、
芦
北
・

水
俣
間
を
つ
な
ぐ
大
切
な
交
通
路

と
し
て
利
用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
三
太
郎
峠
は
道
が
と
て
も
険

し
く
、
薩
摩
街
道
時
代
か
ら
難
所

の
ひ
と
つ
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

後
に
、
自
動
車
交
通
に
対
応
し
た

国
道
３
号
線
が
整
備
さ
れ
、
芦
北
・

水
俣
間
の
交
通
網
は
大
き
く
変
化

し
、
快
適
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
八
代
市
か
ら
芦
北
町
ま
で

を
つ
な
ぐ
「
南
九
州
西
回
り
自
動
車

道
」。
こ
れ
は
昭
和
62
年
６
月
に
閣

議
決
定
さ
れ
た
第
四
次
全
国
総
合
開

発
計
画
に
基
づ
い
て
定
め
ら
れ
ま
し

た
。
八
代
市
を
起
点
と
し
、水
俣
市
、

出
水
市
な
ど
を
経
由
し
て
鹿
児
島
市

へ
と
つ
な
が
る
延
長
約
１
４
０
㌔
の

高
速
道
路
の
整
備
が
計
画
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

２
月
27
日
（土）
、
津
奈
木
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
が
開
通
し
、
芦
北
・
津
奈

木
間
が
通
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
開
通
日
に
は
開
通
式
典
や
セ
レ

モ
ニ
ー
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

念
願
の
イ
ン
タ
ー
開
通
に
、
皆
で
喜

び
を
分
か
ち
合
い
、
町
が
ひ
と
つ
と

な
り
ま
し
た
。

つ
な
が
る
ま
ち

特　

集
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開
通
記
念
式
典
が
つ
な
ぎ
文
化

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
関
係
者

約
２
５
０
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

式
典
の
中
で
西
川
町
長
は
「
こ
の

日
を
長
年
待
ち
望
ん
で
い
ま
し
た
。

津
奈
木
・
芦
北
間
を
つ
な
ぎ
、
物

流
や
地
域
経
済
の
発
展
、
流
入
人

口
な
ど
に
大
き
く
寄
与
し
て
く
れ

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
祝
辞

を
述
べ
ま
し
た
。
津
奈
木
イ
ン
タ
ー

内
で
行
わ
れ
た
開
通
セ
レ
モ
ニ
ー

で
は
、
園
児
や
住
民
が
見
守
る
中
、

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
ほ
か
運
搬
車
両

や
救
急
車
両
な
ど
に
よ
る
通
り
初

め
や
パ
レ
ー
ド
を
実
施
。
多
く
の

人
が
旗
や
手
を
振
っ
て
通
行
車
両

を
見
送
り
ま
し
た
。

　

国
土
交
通
省
に
よ
る
と
、
八
代
か

ら
津
奈
木
イ
ン
タ
ー
間
の
所
要
時
間

は
約
44
分
と
な
り
、
整
備
前
に
比
べ

約
26
分
短
縮
さ
れ
ま
す
。
整
備
さ
れ

た
こ
と
で
、
八
代
方
面
へ
の
ア
ク
セ

ス
が
向
上
し
、
通
勤
範
囲
の
拡
大
や

交
通
量
の
変
化
に
よ
り
国
道
３
号
線

の
安
全
性
を
確
保
し
ま
し
た
。ま
た
、

沿
線
地
域
の
観
光
客
の
増
加
に
も
期

待
で
き
ま
す
。

　

こ
れ
で
同
自
動
車
道
は
八
代
か

ら
鹿
児
島
間
の
延
長
約
１
４
０
㌔

の
う
ち
約
91
㌔
が
開
通
。
３
年
後

の
平
成
30
年
度
に
は
津
奈
木
か
ら

水
俣
イ
ン
タ
ー
間
が
開
通
予
定
と

な
っ
て
い
ま
す
。

高
速
道
整
備
の
歴
史

昭
和
62
年
６
月
30
日

　
第
四
次
全
国
総
合
開
発
計
画
閣
議
決
定

昭
和
63
年
10
月
19
日

　
鹿
児
島
西
Ｉ
Ｃ
〜
鹿
児
島
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
10
年
３
月
26
日

伊
集
院
Ｉ
Ｃ
〜
鹿
児
島
西
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
10
年
４
月
20
日

　

八
代
Ｊ
Ｃ
Ｔ
〜
八
代
南
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
13
年
10
月
６
日

　

八
代
南
Ｉ
Ｃ
〜
日
奈
久
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
14
年
４
月
６
日

　

市
来
Ｉ
Ｃ
〜
伊
集
院
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
17
年
２
月
27
日

　

日
奈
久
Ｉ
Ｃ
〜
田
浦
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
17
年
３
月
13
日

　

串
木
野
Ｉ
Ｃ
〜
市
来
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
19
年
３
月
３
日

　

薩
摩
川
内
都
Ｉ
Ｃ
〜
串
木
野
Ｉ
Ｃ

　

間
開
通

平
成
20
年
３
月
31
日

　

美
山
Ｉ
Ｃ
開
通

平
成
21
年
４
月
29
日

　

田
浦
Ｉ
Ｃ
〜
芦
北
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
25
年
３
月
10
日

　

薩
摩
川
内
水
引
Ｉ
Ｃ
〜
薩
摩
川
内

高
江
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
27
年
３
月
７
日

　

薩
摩
川
内
高
江
Ｉ
Ｃ
〜
薩
摩
川
内

　

都
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
27
年
３
月
29
日

　
阿
久
根
北
Ｉ
Ｃ
〜
阿
久
根
Ｉ
Ｃ
間
開
通

１

Chapter.1

つ
な
が
る

『
み
ち
』

開通前（H27.11）

1バルーンリリースも行われ、大勢の人
でにぎわいを見せたパレード　2式典で
は津奈木中２年生がインター開通で期待し
ていることや町の展望を発表しました　3
記念セレモニーでドリル演奏を披露した津
南保育園の子どもたち　4記念式典には
多くの関係者が集まり、開通を祝いました　
5横断幕を持って開通を祝う津奈木幼稚
園児

平
成
27
年
12
月
19
日

　

野
田
Ｉ
Ｃ
〜
阿
久
根
北
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
28
年
２
月
27
日

　

芦
北
Ｉ
Ｃ
〜
津
奈
木
Ｉ
Ｃ
間
開
通

今
後
の
予
定
・
目
標

平
成
28
年
度

　

高
尾
野
Ｉ
Ｃ
〜
野
田
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
29
年
度

　

出
水
Ｉ
Ｃ
〜
高
尾
野
Ｉ
Ｃ
間
開
通

平
成
30
年
度

　

津
奈
木
Ｉ
Ｃ
〜
水
俣
Ｉ
Ｃ
間
開
通

国
土
交
通
省
資
料
よ
り
抜
粋

５

２

３４

0

5000

10000

15000

20000

0
10
20
30
40
50
60
70
80１日あたりの交通量の変化（芦北 IC ～津奈木 IC）

全車

うち
大型車

開通後（H28.3）

国
道
３
号

国
道
３
号

西
回
り

西
回
り

自
動
車
道

自
動
車
道

16,50016,500 台台

3,5063,506 台台
8,1498,149 台台

620620 台台

2,7542,754 台台

9,7049,704 台台

未整備時 開通前 開通後

所要時間の変化（津奈木町～八代市間）

7070 分分
5252分分

4444分分

約 18 分短縮

約８分短縮

0
500
1000
1500
2000
2500
3000
3500

H25H21H16H11

沿線地域の観光入り込み客数の推移

1,9021,902 人人 1,8001,800 人人 1,9411,941 人人

2,8002,800 人人

日奈久～田浦間開通日奈久～田浦間開通 田浦～芦北間開通田浦～芦北間開通※各グラフの数
値は国土交通省
資料を参照
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27
日
（土）
と
28
日
（日）
の
２
日
間
、
開

通
記
念
イ
ベ
ン
ト
実
行
委
員
会
が

「
つ
な
ぎ
マ
ル
シ
ェ
」
を
物
産
館
グ

リ
ー
ン
ゲ
イ
ト
で
開
催
し
、
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
集
ま
り
ま
し
た
。

　

27
日
に
は
、
Ｊ
Ａ
青
壮
年
部
の
坂

口
さ
ん
を
中
心
に
商
工
会
な
ど
と
協

力
し
て
お
も
て
な
し
企
画
を
実
施
。

午
後
４
時
の
開
通
に
合
わ
せ
、
国
道

３
号
線
沿
い
に
は
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
大
勢
の
人
が
並
び
、
手
や
旗
を

振
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
小
学

校
の
野
球
部
の
子
ど
も
た
ち
は
「
よ

う
こ
そ
津
奈
木
町
へ
」
の
横
断
幕
を

　

僕
は
町
民
の
元
気
こ
そ
が
、
町
の

内
側
か
ら
出
て
く
る
力
こ
そ
が
地
域

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
町
外
か
ら
人
が
た
く
さ
ん
来
た

か
ら
活
性
化
し
て
い
る
。
い
や
、
そ

う
じ
ゃ
な
い
。
町
が
元
気
だ
か
ら
、

町
の
人
た
ち
が
楽
し
そ
う
だ
か
ら
、

そ
こ
に
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
く

る
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

町
民
の
元
気
を
引
き
出
す
に
は
ど

う
す
れ
ば
い
い
の
か
。
町
民
の
誰
も

が
参
加
で
き
る
楽
し
い“

何
か”

を

や
り
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
施
設
入

所
者
な
ど
は
イ
ン
タ
ー
内
で
の
セ
レ

モ
ニ
ー
へ
の
参
加
が
難
し
い
と
い
う

つ
な
が
る
『
ひ
と
』

話
を
聞
き
、『
誰
も
が
』
参
加
で
き
る

と
い
う
と
こ
ろ
も
考
え
て
企
画
。
国

道
に
並
ん
で
ド
ラ
イ
バ
ー
を
み
ん
な

で
歓
迎
し
て
、
最
高
の
お
も
て
な
し

を
し
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。
結
果
、

施
設
入
所
者
も
含
め
、
た
く
さ
ん
の

人
の
協
力
で
と
て
も
盛
り
上
が
り
、

み
ん
な
が
つ
な
が
っ
た
と
感
じ
ま
し

た
。
参
加
し
た
人
が
楽
し
そ
う
に
し

て
い
る
姿
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん

の
笑
顔
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
本
当

に
や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
。

　

今
回
の
企
画
で
『
津
奈
木
町
の
仲

の
良
さ
』
を
訪
れ
た
人
に
ア
ピ
ー
ル

で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

町
に
住
む
人
、
訪
れ
る
人
―
誰
も
が

幸
せ
に
な
れ
る
町
。
そ
ん
な
町
を
目

指
し
て
こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。

２

３

Chapter.2

１

ＪＡ青壮年部ＪＡ青壮年部

坂口  信行坂口  信行さん（上下門）さん（上下門）

町
民
の
元
気
が

町
の
活
性
化
に
つ
な
が
る
と

僕
は
思
い
ま
す

誰
も
が
参
加
で
き
る

楽
し
い”

何
か”

を
企
画

町
の
元
気
は
内
側
か
ら

明
る
い
町
の
将
来
を
目
指
し
て

　

津
奈
木
町
の
玄
関
口
が
上
下

門
地
区
に
で
き
、
地
元
区
長
と

し
て
と
て
も
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
国
交
省
に
は
地
区
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
聞
い
て
も

ら
い
感
謝
し
て
い
ま
す
。
津
奈

木
町
は
新
幹
線
駅
も
近
く
に
あ

り
ま
す
。
今
回
の
イ
ン
タ
ー
開

通
で
住
環
境
が
よ
り
整
い
、
住

み
や
す
い
町
に
な
っ
た
こ
と
に

感
謝
し
ま
す
。

　

こ
れ
で
津
奈
木
町
と
芦
北
町

が
つ
な
が
り
、
交
通
の
利
便
性

が
上
が
り
ま
し
た
。
も
う
半
分
、

水
俣
市
ま
で
の
早
期
開
通
を
心

か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。

123国道３号線沿いに多くの町民が並ん
で通行する車を歓迎しました　4工事関係
者に感謝の気持ちを込めて、横断幕にメッ
セージを寄せ書きしました　5古中尾地区
からはかかしも登場！約 20 体が沿道に立ち
並びました　6会場に訪れた人を歌でもて
なしたフォレストモンキーバンド　7２月
20 日に開催したつなぎウォーキング大会で
は川内地区や JA 青壮年部がぜんざいなどを
振る舞い、雨で冷えた体を温めました

　

津
奈
木
イ
ン
タ
ー
の
開
通
の

お
か
げ
で
、
八
代
方
面
へ
と
て

も
行
き
や
す
く
な
り
ま
し
た
。

私
は
来
年
か
ら
高
校
生
に
な
り

ま
す
。
進
学
の
こ
と
を
考
え
る

と
八
代
に
あ
る
学
校
へ
も
行
き

や
す
く
な
り
、
と
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
ま
た
、
合
唱
部
の
大

会
は
熊
本
市
内
で
行
わ
れ
る
こ

と
も
あ
り
、
イ
ン
タ
ー
開
通
で

今
ま
で
以
上
に
参
加
し
や
す
く

な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
は
町
の
観
光
資
源
も
整

備
し
て
い
っ
て
、
町
外
の
た
く

さ
ん
の
人
に
津
奈
木
町
に
来
て

ほ
し
い
で
す
。

町  民  の  声

津
奈
木
イ
ン
タ
ー
の
開
通
で
、
町
全
体
が
ひ
と
つ
に
な
っ
た
今
回
。

開
通
日
だ
け
で
な
く
、
記
念
イ
ベ
ン
ト
に
は
多
く
の
人
が
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

町
を
あ
げ
て
の
盛
大
な
お
も
て
な
し
で
町
は
活
気
に
満
ち
溢
れ
、
訪
れ
た
多
く
の
人
を
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

「
ま
ち
」
と
「
ま
ち
」
が
つ
な
が
り
、「
ひ
と
」
と
「
ひ
と
」
が
つ
な
が
る
―
。

こ
の
『
つ
な
が
り
』
が
町
民
の
力
と
な
り
、
津
奈
木
町
の
元
気
へ
と
つ
な
が
り
ま
す
。

特
集　

つ
な
が
る
ま
ち　

終

４５

６７

持
っ
て
ド
ラ
イ
バ
ー
を
歓
迎
。
気

づ
い
た
ド
ラ
イ
バ
ー
は
笑
顔
で
手
を

振
っ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

　

イ
ン
タ
ー
開
通
を
祝
い
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
で
は
さ
ま
ざ
ま
な
お
も
て
な

し
が
用
意
さ
れ
、
町
を
訪
れ
た
多
く

の
人
を
笑
顔
に
し
ま
し
た
。

上下門地区　区長

宮森  守男さん

津奈木中３年（町中）

豊田  愛
めぐ

さん



❾　広報つなぎ　2016. ４ 広報つなぎ　2016. ４　❽

町
の
将
来
へ
向
け
て

町
の
将
来
へ
向
け
て

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」「
総
合
戦
略
」

　

津
奈
木
は
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
年
）

に
町
制
施
行
し
、
村
か
ら
町
に
な
り
ま

し
た
。
人
口
は
昭
和
25
年
が
ピ
ー
ク
で

９
３
０
３
人
。
そ
の
後
、
年
々
減
少
の
一

途
を
辿
っ
て
お
り
、
平
成
27
年
国
勢
調
査

の
速
報
値
で
は
４
６
７
８
人
と
、
ピ
ー
ク

時
の
約
半
分
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
総
人
口

の
推
移
と
将
来
推
計
」（
下
グ
ラ
フ
）
で
は

平
成
72
年
（
２
０
６
０
年
）
に
は
、
町
の

人
口
が
２
１
０
０
人
に
な
る
と
予
測
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

民
間
研
究
機
関
「
日
本
創
成
会
議
」
は

平
成
26
年
５
月
、
８
９
６
の
市
区
町
村
（
全

国
の
49
・
８
％
）
が
「
将
来
的
に
消
滅
す

る
お
そ
れ
が
あ
る
」
と
指
摘
。
こ
れ
を
踏

ま
え
、
国
は
人
口
減
少
を
緩
や
か
に
す
る

た
め
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」

を
同
年
11
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　
『
３
０
４
６
人
』。
こ
れ
は
予
測
さ
れ
て
い

る
人
口
減
少
を
抑
え
、
本
町
が
挑
戦
す
る
平

成
72
年
の
将
来
人
口
で
す
。
本
町
で
は
、
こ

の
数
値
目
標
を
達
成
す
る
た
め
、「
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
」
と
今
後
５
年
間
の
目
標
な
ど
を
ま

と
め
た
「
総
合
戦
略
」
を
策
定
。
住
民
ア
ン

ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
、
意
見
を
取
り
入
れ

な
が
ら
計
画
を
立
て
ま
し
た
。

　

昨
年
７
月
に
町
内
在
住
の
15
歳
以
上

１
千
人
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、

調
査
結
果
を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
。

　
「
今
後
の
定
住
意
向
」（
表
①
）
に
つ
い

て
年
齢
別
に
尋
ね
て
み
ま
し
た
。
す
る
と
、

60
歳
以
上
の
人
は
61
・
１
％
が
「
住
み
続

け
る
」
と
回
答
。
一
方
、
若
い
世
代
、
特

に
高
校
生
を
含
む
15
〜
19
歳
に
つ
い
て
は

「
住
み
続
け
る
」
は
わ
ず
か
３
・
９
％
。「
転

出
」
ま
た
は
「
お
そ
ら
く
転
出
」
が
大
半

の
58
・
９
％
を
占
め
て
い
ま
す
。
こ
の
調

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る

ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
る

津
奈
木
町
の
現
状

津
奈
木
町
の
現
状

査
結
果
か
ら
、
数
年
後
に
は
高
齢
者
の
数

は
増
加
し
、
若
い
世
代
の
多
く
は
町
外
へ

転
出
す
る
こ
と
で
、
若
い
世
代
の
割
合
が

激
減
し
て
し
ま
う
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

若
い
世
代
の
転
出
の
理
由
と
し
て
、
就

職
先
が
少
な
い
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
調
査
対
象
と
な
っ
た
学
生
に
「
就

職
を
希
望
し
て
い
る
場
所
」（
表
②
）
を
尋

ね
る
と
、「
津
奈
木
町
内
」「
水
俣
市
、
芦

北
町
、
八
代
市
周
辺
」
と
答
え
た
の
は
18
・

０
％
と
約
２
割
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
。
残

り
に
つ
い
て
は
、
４
割
が
県
内
や
県
外
へ

就
職
を
希
望
し
、
４
割
が
い
ま
だ
不
明
と

い
う
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、
将

来
を
担
っ
て
い
く
子
ど
も
た
ち
。
そ
ん
な

若
い
世
代
が
『
暮
ら
し
続
け
た
い
』
と
思

え
る
町
に
す
る
た
め
に
は
、
安
定
し
た
雇

用
の
創
出
と
暮
ら
し
や
す
い
住
環
境
の
整

備
が
必
要
不
可
欠
と
な
り
ま
す
。

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
で
目
指
す
将
来

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
「
総
合
戦
略
」
で
目
指
す
将
来

津奈木町総合戦略
４つの基本目標

基本目標１『安定した雇用を創出
する』
　若い世代の進学や就職による人
口流出が進み、年少人口・生産年
齢人口が減少傾向にあるため、若
い世代の転出を減少させる必要が
あります。そのため、本町の主な
産業である農林水産業の担い手・
労働力の確保や所得を向上させ、
安定した雇用の創出を目指します。

基本目標２『津奈木町への新しい
人の流れをつくる』
　安定した雇用の創出と移住定住
のための施策の実施や町の魅力発
信を行うことで、町外からの転入
者・交流人口の増加を目指します。
また、住環境・高度通信情報網を
整備することで、訪れたくなる・
住みたくなる人を増やします。

基本目標３『若い世代の結婚・妊娠・
出産・子育ての希望をかなえる』
　より良い子育て環境を整え、若
い世代が安心して結婚から妊娠・
出産・育児をすることができる地
域の実現を目指します。そして、
子どもから高齢者まで全住民が安
心して暮らすことができるようさ
まざまな施策を実施します。

基本目標４『時代に合った地域を
つくり、安心な暮らしを守る』
　地域の活力を維持していくため
に、時代を的確に捉えた施策を展
開していきます。また、生涯を通
じて安心して住み続けられること
が重要であるため、必要な生活基
盤やシステムを整備し、住み続け
たくなる地域の実現を目指します。

　
「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
と
は
、
津
奈
木
町
の

人
口
の
現
状
を
分
析
し
、
今
後
目
指
す
べ
き

将
来
の
方
向
と
人
口
の
将
来
展
望
を
提
示

し
た
も
の
で
す
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
平
成
72

年
に
は
町
の
人
口
は
２
１
０
０
人
に
ま
で

減
少
す
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
人
口
減
少
に

対
し
て
は
、
出
生
率
の
向
上
に
よ
り
人
口
減

少
に
歯
止
め
を
か
け
人
口
規
模
の
安
定
と

人
口
構
造
の
若
返
り
を
図
る
こ
と
と
、
転
出

抑
制
と
転
入
増
加
に
よ
る
人
口
規
模
の
確

保
を
図
る
こ
と
が
重
要
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
時
点
の
本
町
の
合
計
特
殊
出

生
率
は
１
・
74
人
。
こ
れ
は
国
や
県
よ
り

も
高
い
数
値
で
す
。
こ
の
出
生
率
を
段
階

的
に
上
昇
さ
せ
、
平
成
52
年
の
目
標
数
値

２
・
03
人
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、
近

年
の
社
会
増
減
に
お
い
て
は
年
間
平
均
24

人
ず
つ
減
少
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
平
成

32
年
ま
で
に
半
数
に
抑
え
、
そ
れ
以
降
の

増
減
は
均
衡
を
目
指
し
ま
す
。
出
生
率
と

社
会
増
減
が
改
善
さ
れ
る
と
、
平
成
72
年

の
将
来
人
口
は
３
０
４
６
人
と
な
り
約

９
５
０
人
増
加
し
ま
す
。

　
「
総
合
戦
略
」
と
は
、「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
踏
ま
え
た
う
え
で
町
の
実
情
に
応
じ
た

今
後
５
年
間
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
な

方
向
な
ど
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
現
在
、

本
町
の
自
然
動
態
、
社
会
動
態
は
と
も
に

減
少
傾
向
と
な
っ
て
い
ま
す
。
出
生
率
と

自
然
増
減
を
改
善
し
人
口
減
少
に
歯
止
め

を
か
け
る
た
め
、
本
町
は
「
総
合
戦
略
」

に
お
い
て
次
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
、

今
後
施
策
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

2000

4000

6000

8000

10000

H72H62H52H42H32H22H12H2S55S45S35S25

総人口の推移と将来推計

0 20 40 60 80 100

60 歳以上

50-59 歳

40-49 歳

30-39 歳

20-29 歳

15-19 歳

住み続ける
不明・無回答分からない転出する
おそらく転出するおそらく住み続ける

【表①】今後の定住意向（年齢別）

3.93.9
17.617.6 27.527.5 31.431.4 17.617.6 2.02.0

12.512.5 29.229.2 20.820.8 12.512.5 25.025.0 0.00.0

16.316.3 51.251.2
4.74.7 4.74.7

23.323.3 0.00.0

38.238.2 50.050.0
1.51.5 1.51.5

8.88.8 0.00.0

49.149.1 30.230.2
3.43.4 1.71.7

12.112.1 3.43.4

61.161.1 33.333.3
0.00.0 0.00.0

5.65.6 0.00.0

【表②】就職を希望している場所
0 20 40 60 80 100

全体

津奈木町内

福岡圏（福岡市を中心とする圏域） 首都圏（東京都を中心とする圏域）

水俣市、芦北町、八代市周辺
熊本県内 鹿児島県出水市周辺

その他 不明・無回答

8.08.0 10.010.0 22.022.0

0.00.0

6.06.0

4.04.0

10.010.0 40.040.0

3,0463,046人人

2,1002,100人人

★
■

9,3039,303人人
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豊かな自然を活かした活動
古中尾里山体験ツアー

　３月６日（日）、古中尾の里山でシイタケの種駒
打ちや棒パン作りを体験しました。当日は約 10人
が参加し、木々に囲まれた豊かな自然の中で環境を
活かした体験活動を楽しみました。
　種駒打ちでは、穴の空いたクヌギの木約 20本に
種駒を打ち込みました。約２年間で収穫できるよう
になります。棒パン作りは、竹棒に巻きつけたパン
生地を炭火に当てて焼き上げました。パンが焼き上
がると参加者はおいしそうにほおばっていました。

シイタケの作り方の説明を聞く参加者

自分のベストを尽くして
つなぎっ子チャレンジマラソン

　２月 24 日（水）、津奈木小学校と平国小学校合
同のマラソン大会が開催されました。１・２年生は
１km、３・４年生は１．５km、5・6年生は２㎞の
津奈木小学校周辺コースを駆け抜けました。応援に
駆けつけた保護者や地域の人は、苦しい表情を浮か
べながらも懸命に走る生徒に声援を送りました。小
学６年生の濵田智恵さん（浜崎）は「みなさんの応
援のおかげで速く走ることができて気持ちよかった
です」と話していました。

たくさんの声援を受け無事に完走しました

弁当づくりにチャレンジ
お弁当を自分で作ろう大作戦

　２月３日（木）と４日（金）、４月から高校生に
なる中学３年生を対象に、自らの健康管理をしても
らおうと弁当づくり体験を行いました。始めにヘル
スメイト会長の伊藤トミ子さん（桜戸）が「食を通
して健康のことも考えてほしいです」とあいさつ。
生徒たちはグループごとに分かれて地元食材を使
い、魚のすり身ハンバーグやうま煮など全５品を調
理しました。慣れない手つきながらも、楽しみなが
ら取り組んでいました。

手作りの弁当にご満悦

町のわだい　Topics of Town

水俣インター開通に向けて
小津奈木トンネル貫通式

　３月５日（土）、南九州西回り自動車道津奈木・
水俣間をつなぐ小津奈木トンネル（仮称、全長 399
㍍）の貫通式が執り行われました。西川町長のほか
関係区長や施工業者など出席。通り初めや樽酒の鏡
開きで貫通を祝いました。
　同トンネルは昨年８月半ばに工事着工（事業費約
11 億２千万円）し、津奈木・水俣間で唯一のトン
ネルとなります。水俣インターチェンジまでの区間
は、３年後の 2018 年度に開通が予定されています。

関係者で鏡開きを行い貫通を祝福しました

１年間の集大成を披露
生涯学習フェスティバル

　３月６日（日）、町民講座や自主的な文化活動の
１年間の成果を発表する生涯学習フェスティバルが
つなぎ文化センターで開催されました。発表部門で
は 12団体がステージで歌や踊り、演奏などを披露。
オープニングでは、コールつなぎによるコーラスが
披露され、美しい歌声が会場に響き渡りました。展
示部門ではパン作り教室や陶芸教室など５団体が
ホールに成果物を展示し、会場に訪れた人はとても
楽しそうに作品を見ていました。

歌に合わせて紙飛行機を飛ばしたコールつなぎ

採れたての “美味い” を届ける
ＪＡサラたまちゃん贈呈

　３月７日（月）、ＪＡあしきたから収穫したばか
りの葉付きサラダたまねぎが町長へ贈られました。
ことしの収穫量は水俣・芦北地域で約 2,500 ㌧。
収穫されたサラダたまねぎは近年人気が高まってき
ており、東京など県外へも多く出荷されています。
来庁したＪＡ職員は「ことしは１月下旬の大雪の影
響で苦労した点もあったが出来は良いです。こだわ
りを持って作っているのでたくさん売れる自信があ
ります」と話していました。

旬の味覚が町長へ手渡されました

手作り寒漬大根を商品化
津奈木中１年寒漬大根作り体験

　３月７日（月）、中学１年生がＪＡあしきた津奈
木青壮年部や女性部の協力のもと寒漬大根作りを体
験し、商品化のための袋詰めまでを行いました。「安
全 ･安心な食と農」確立事業の一環として取り組ま
れ、大根は同生徒が 12月に収穫した無肥料・無農
薬でできた自然栽培のものを使用。真野未蘭さん（古
川）は「商品化されると聞いてびっくり。自分たち
が作ったものが売れると思うとうれしいです」と笑
顔で話してくれました。

袋詰めの作業を行う津奈木中生徒営農改善組合のメンバー

農地の未来を考える組合設立
川内・上下門地区営農改善組合総会

　３月 11 日（金）、川内・上下門地区営農改善組
合の設立総会が開催されました。同組合は、荒川隆
光さん（上下門）を組合長とした川内地区と上下門
地区の農業者 33人で構成。耕作放棄地になる前に
地域の担い手が農地を管理し守るための仕組みとし
て新たに設置されました。総会の中で荒川さんは「担
い手で農地を管理し、地域で農地を守っていきま
しょう」とあいさつ。現在の課題と方向性を明確に
し、今後、積極的に活動に取り組みます。



13　広報つなぎ　2016. ４ 広報つなぎ　2016. ４　12

町のわだい　Topics of Town

心を込めた贈り物に笑顔
婦人会お彼岸おはぎ配布

　３月 16 日（水）、お彼岸に時期に合わせ、津奈
木町婦人会が手作りのおはぎを１人暮らしの高齢者
世帯へ届けました。早朝から改善センター調理室に
集まった婦人会のメンバーは、おはぎをひとつひ
とつ丁寧に丸め、約 300 個のおはぎを作りました。
出来立てのおはぎは町内の約 130 世帯に配布され、
受け取った川添アサカさん（新川）は「毎年楽しみ
にしています。心遣いがとてもうれしいです」と笑
顔で話してくれました。

手作りのおはぎを受け取る川添さん

世代を越え環境について学ぶ
平国小学校動く環境教室

　３月 19 日（土）、平国小学校図書室で地球の環
境を考える授業が開催されました。平国小の閉校前
に何かをしたいという思いから「リスペクト平国実
行委員」の栁迫真紀さん（丸岡）が企画。昭和 53
年から４年間勤務した坂本彰先生を講師として招
き、教え子やその保護者や子どもなど約 60人が参
加しました。濵田清子さん（平国上）は「勉強になっ
た。とてもよかったです」と話し、久しぶりの授業
を楽しみました。

パックテストの実験に取り組む参加者

人事異動のお知らせ

　平成 28 年４月１日付けで異動がありました。こ
れから新体制でスタートします。異動者について
は、右のとおりです。（カッコ内は前所属）

退職者挨拶―
　このたび保育園 20 年、幼
稚園 19 年の勤務を経て定年
退職を迎えました。保護者
のかたと子どもの成長を喜
んだり、行事で達成感を共
有させていただき、楽しい
思い出ができたことに感謝
しています。役場職員、保
育園、幼稚園のかたには親
身にご指導やフォローをし
ていただき、お世話になり
ました。今までありがとう
ございました。

津奈木幼稚園
勝田　真由美

総務課　▼総務審議員・吉澤信久（議会事務局長）
▼主幹・村上泰央（総務課参事）▼参事・山路
伸一郎（出納室参事）▼参事・石田博範（県市
町村課出向）▼主事・松崎太志朗（振興課主事）

住民課　▼住民審議員・五嶋睦子（住民課主幹）▼
主幹・山下浩一（総務課主幹）▼主幹・岡松辰哉（教
育委員会班長）▼参事・北岡正文（教育委員会
参事）▼主事・中村泰士（振興課主事）

振興課　▼参事・下川博文（教育委員会参事）▼参
事・福田大作（水俣芦北地域雇用創造協議会出
向）▼主事・村上修司（教育委員会主事）▼主事・
山口尚太（住民課主事）

教育委員会　▼学校教育班長・豊田博文（住民課
主幹）▼参事・平野新市（振興課参事）▼主事・
大園剛（振興課主事）▼主事・有本恵梨（住民
課主事）

出納室　▼参事・門崎功晃（総務課参事）
議会事務局　▼議会事務局長・久村庄次（住民課住
民審議員）

県出向　▼水俣芦北地域雇用創造協議会出向・濱本
賢宣（住民課参事）▼県市町村課出向・坂本亜
美（総務課主事）

知識や経験を活かして働く高齢者を募集します知識や経験を活かして働く高齢者を募集します

４月からシルバー人材センターが始まります
　４月１日から水俣市との広域化で水
俣・津奈木シルバー人材センターが始
まります。シルバー人材センターとは、
社会参加の意欲がある健康な高齢者（原
則 60 歳以上）に対して地域に密着した
仕事を提供し、高齢者が働くことで生
きがいをつくり、地域社会の活性化に
貢献する組織です。

まだまだ働きたい！という人を募集しますまだまだ働きたい！という人を募集します
　これまでの知識や経験を活かして働いてみませんか。
働く意欲のある人は、ぜひ会員登録をお願いします。
１．対象者
　・水俣市・津奈木町に居住の原則 60 歳以上の人
２．仕事内容
　・専門分野…受付事務、宛名書きなど
　・一般作業分野…除草、草刈り、屋内外清掃など
　・サービス分野…生活援助サービス、子育て支援サービス
　・管理分野…施設管理、駐車場管理など
３．申込方法
　シルバー人材センターまたは役場住民課窓口備え付けの申込書に必要事項を記入の上、お申し込みください。

仕事の受注も行っています仕事の受注も行っています
　仕事を依頼する場合は、水俣・津奈木シルバー人材センター（☎６２-１１２２）へお電話ください。

問（公社）水俣・津奈木シルバー人材センター　☎６２-１１２２、住民課福祉班 　☎７８- ３１１３（内１１８）

津奈木町消防点検を実施します

　平成 28 年度津奈木町消防点検を実施します。津奈木町
消防団各分団の日頃の訓練の成果を披露します。ぜひ応援
にお越しください。

●日　　時　４月 17 日（日）
●場　　所　総合グラウンド
●スケジュール　パレード…午前８時20分　※雨天時は中止。
　（予　定）　分列行進…午前８時 45 分
　　　　　　開会式…午前９時
　　　　　　通常点検…午前９時 55 分
　　　　　　ポンプ操法…午前 10 時 50 分
　　　　　　放水競技…午前 11 時 10 分

すす

発注者
企業・家庭・団体など

水俣・津奈木
シルバー人材センター

シルバー会員
健康な 60 歳以上

①会員登録

④仕事の提供
⑧配分金

③仕事の受注
⑥代金請求

②仕事の依頼
⑦代金支払

⑤就業

センターのしくみ

昨年の放水競技
第３分団
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予防
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日　付 場　所 時　間

４月
14日(木)

イベントハウスめぐみ駐車場 9：00 ～ 9：20

川崎理容店裏駐車場 9：35 ～ 9：55

中尾諏訪神社前 10：10 ～ 10：30

肥薩瓦入口前 10：45 ～ 11：05

つなぎ文化センター 11：20 ～ 11：50

15日(金)

元津奈木漁協大泊支所前 9：00 ～ 9：20

赤崎漁村センター前 9：40 ～ 10：10

平国コミュニティセンター前 10：30 ～ 11：00

福浦公民館前 11：20 ～ 11：40

イメージキャラクター
カクニンジャ

津奈木町役場　総務課（交通・災害、人事、有線放送）  ☎７８- ３１１１( 代表 )　振興課（農業振興、住宅・水道、建設）  ☎７８- ３１１２
　　　　　　　住民課（戸籍・住民票、福祉、保険、税）  ☎７８- ３１１３　 教育委員会（学校教育、生涯学習、体育施設）  ☎７８- ５４００

国
保
国
保
加
入
・
脱
退
の
と
き
は

必
ず
届
け
出
て
く
だ
さ
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
保
険
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
２
０
）

　

新
た
に
国
民
健
康
保
険
へ
加
入
す
る
人

や
国
保
を
脱
退
し
て
別
の
健
康
保
険
に
加

入
し
た
人
は
、
異
動
日
か
ら
14
日
以
内
に
役

場
へ
の
届
出
が
必
要
で
す
。
加
入
手
続
き
が

遅
れ
る
と
、
国
保
税
が
さ
か
の
ぼ
っ
て
課
税

さ
れ
ま
す
。
喪
失
手
続
き
が
遅
れ
る
と
、
課

税
さ
れ
た
ま
ま
の
状
態
と
な
り
ま
す
。

★
も
し
保
険
証
を
な
く
し
た
ら

　

国
保
の
保
険
証
を
紛
失
し
た
り
破
損
し

て
し
ま
っ
た
と
き
は
、
保
険
証
の
再
発
行

が
で
き
ま
す
。
住
民
課
保
険
班
の
窓
口
で

再
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
も
し

紛
失
し
た
保
険
証
が
見
つ
か
っ
た
場
合
は
、

保
険
証
を
役
場
へ
返
し
て
く
だ
さ
い
。

手続きが必要なとき 手続きに必要なもの

加
入
の
手
続
き

他の市町村から転入した
とき 転出証明書、印かん

職場の健康保険などを
やめたとき

職場の健康保険の資格喪失
証明書または離職票、印かん

職場の健康保険などの
被扶養者からはずれたとき

被扶養者でなくなった証明
書、印かん

子どもが生まれたとき 母子手帳、印かん

生活保護を受けなくなっ
たとき 保護廃止決定通知書、印かん

外国籍の人が加入するとき 在留カード、印かん

喪
失
の
手
続
き

他の市町村に転出したとき 保険証、印かん

職場の健康保険などに加
入したとき

国保と職場の健康保険の両
方の保険証、印かん

職場の健康保険などの
被扶養者になったとき

国保と職場の健康保険の両
方の保険証、印かん

国保の被保険者が死亡し
たとき 保険証、印かん

生活保護を受けるように
なったとき

保険証、保護開始決定通知
書、印かん

外国籍の人がやめるとき 在留カード、印かん

保険証をなくしたとき
（再交付申請）

本人確認書類（運転免許証な
ど）、印かん

助
成
合
併
処
理
浄
化
槽
普
及
で
水
質
汚
染
防
止

設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
管
理
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
７
）

　

浄
化
槽
は
生
活
排
水
処
理
施
設
と
し
て

大
き
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

い
ま
だ
に
単
独
処
理
浄
化
槽
（
み
な
し
浄

化
槽
）
が
多
く
の
家
庭
で
使
用
さ
れ
て
い

ま
す
。
単
独
浄
化
槽
は
ト
イ
レ
の
排
水
だ

け
を
処
理
し
、
台
所
や
洗
濯
な
ど
の
生
活

排
水
は
処
理
し
な
い
ま
ま
川
な
ど
へ
流
し

て
し
ま
う
た
め
、
合
併
処
理
浄
化
槽
よ
り

多
く
の
汚
れ
た
水
を
流
し
て
し
ま
い
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
水
質
汚
染
防
止
の
た
め
合

併
処
理
浄
化
槽
の
普
及
促
進
を
行
っ
て
い

ま
す
。
設
置
費
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
の

で
、
設
置
を
希
望
す
る
場
合
は
、
お
早
め

に
補
助
申
請
の
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
設
置
に
伴
う
単
独
処
理
浄
化

槽
（
使
用
期
間
30
年
以
上
の
も
の
）
の
撤

去
費
用
も
一
部
補
助
を
行
い
ま
す
。

補
助
対
象　

住
宅
と
し
て
使
用
す
る
建
物

や
床
面
積
２
分
の
１
以
上
を
住
居
と
し
て

使
用
す
る
建
物
に
設
置
す
る
浄
化
槽

補
助
金
額

▼
５
人
槽
…
50
万
円

▼
７
人
槽
…
70
万
円

▼
10
人
槽
（
２
世
帯
住
宅
）
…
１
０
０
万
円

▼
撤
去
費
用
…
９
万
円
以
内

申
請
受
付
期
限　

平
成
29
年
１
月
31
日
（火）

浄
化
槽
の
年
１
回
の
検
査
義
務

　

浄
化
槽
法
に
よ
り
年
１
回
の
検
査
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
正
当
な
理
由
な
く

検
査
を
受
け
な
い
場
合
は
罰
則
を
受
け
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
熊
本
県
浄
化
槽
協
会
か
ら
の
助
成

　

単
独
浄
化
槽
か
ら
合
併
処
理
浄
化
槽
へ

転
換
す
る
と
、
協
会
か
ら
５
万
円
助
成
を

行
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
熊
本
県
浄
化
槽

協
会
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
（
公
社
）
熊
本
県
浄
化
槽
協
会

　

☎
０
９
６-

２
８
４-

３
３
５
５
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助
成
地
域
づ
く
り
活
動
を
応
援

水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
財
団
助
成
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

振
興
課
自
立
振
興
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
２
（
内
２
２
４
）

　
（
公
財
）
水
俣
・
芦
北
地
域
振
興
財
団
で

は
、
地
域
の
産
業
の
振
興
に
関
す
る
事
業

や
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的
な
地
域
づ
く

り
活
動
な
ど
に
対
し
て
、
水
俣
・
芦
北
地

域
振
興
計
画
に
基
づ
く
地
域
振
興
事
業
と

し
て
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
町
の
特
産
品
を
開
発
し
た
い
」「
町
を

元
気
に
す
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し

た
い
」
な
ど
、
地
域
で
行
う
自
主
的
な
地

域
づ
く
り
活
動
に
対
し
て
費
用
の
一
部
を

助
成
し
ま
す
。

対
象
者　

原
則
、
町
内
に
事
務
所
を
置
く

団
体

対
象
事
業

①
地
域
の
産
業
振
興
に
関
す
る
も
の
、

②
地
域
住
民
な
ど
の
自
主
的
な
地
域
づ
く

り
活
動
に
関
す
る
も
の
、

③
地
域
の
再
生
・
振
興
に
関
す
る
も
の

申
請
期
限　

５
月
９
日
（月）

予防
接種
成
人
用
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

住
民
課
福
祉
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
３
１
１
３
（
内
１
１
６
）

指定医療機関 電話番号

水
俣
市

本田レディースクリニック 63-2019
谷山医院 63-2557
市川内科クリニック 62-0707
宮竹小児科医院 69-3501
深水医院 63-6390
山田クリニック 63-5188
たかな耳鼻科・眼科クリニック 62-8777
水俣市立総合医療センター 63-2101
てらさきクリニック 63-1200
協立クリニック 63-6835
白梅病院 63-7575
岡部病院 63-3311
尾田胃腸科 63-3438
渕上病院 63-6551
渕上クリニック 63-6552
佐藤クリニック 69-3007
水俣協立病院 63-1704
まなべクリニック 84-9080

町
内
六車医院 78-2012
駅前クリニック 67-5980

芦
北
町

百崎内科医院 87-1777
七浦てらさきクリニック 82-5666
芦北クリニック 86-1200
松本医院 82-2019
宮島医院 82-2254
井上医院 82-2503
竹本医院 86-0075
篠原医院 82-2046
溝部病院 86-2770
芦北整形外科医院 82-5510

読
書
本
好
き
集
ま
れ
！
絵
本
読
み
聞
か
せ
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
い
合
わ
せ　

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
班

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

☎
７
８
‐
５
４
０
０

　

子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
会
を
開
催
し
ま
す
。
ぜ
ひ

お
越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
当
日
は
昨
年

４
月
か
ら
の
１
年
間
に
図
書
館
で
本
を
多

く
借
り
た
人
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
す
。

日
時　

４
月
17
日
（日）　

午
前
10
時

場
所　

つ
な
ぎ
文
化
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
住
民
課
住
民
班　
　

☎
７
８-

３
１
１
３
（
内
１
１
５
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

八
代
年
金
事
務
所　

☎
０
９
６
５-

３
５-

６
１
２
３

低
所
得
の
学
生
の
た
め
の
「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
納
付
特
例
制
度
と
は
、
所

得
の
少
な
い
学
生
が
申
請
し
、
承

認
さ
れ
る
こ
と
で
、
国
民
年
金
保

険
料
の
納
付
が
猶
予
（
先
送
り
）

さ
れ
る
制
度
で
す
。
保
険
料
の
納

付
が
猶
予
さ
れ
て
い
る
期
間
は
病

気
や
け
が
で
障
害
が
残
っ
た
と
き

も
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
、
年
金
を
受
け
取
る
た
め
に
必

要
な
「
期
間
」 に
算
入
さ
れ
ま
す
。

■
申
請
方
法

　

住
民
課
住
民
班
窓
口
備
え
付
け

の
申
請
書
ま
た
は
日
本
年
金
機
構

か
ら
送
ら
れ
て
く
る
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
住
民
課

住
民
班
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
後
、
日
本
年
金
機
構
か
ら
承

認
ま
た
は
却
下
通
知
書
が
届
き
ま

す
。
却
下
通
知
書
が
届
い
た
際
は
、

保
険
料
の
納
付
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
申
請
が
承
認
さ
れ
た
場
合
、
承

認
期
間
は
４
月
〜
翌
年
３
月
の
１

年
間
で
す
。

※
引
き
続
き
学
生
納
付
特
例
制
度

を
ご
利
用
す
る
場
合
で
も
、
毎
年

度
の
申
請
が
必
要
で
す
。

■
申
請
に
必
要
な
も
の

　

印
か
ん
、
年
金
手
帳
、
本
人
確

認
書
類
（
免
許
証
や
健
康
保
険
証

な
ど
）、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学

生
証

■
保
険
料
の
追
納

　

学
生
納
付
特
例
期
間
は
、
年
金

を
受
け
取
る
た
め
に
必
要
な
「
受

給
資
格
期
間
」
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
が
、
年
金
額
に
は
反
映
し
ま
せ

ん
。
し
か
し
、
10
年
以
内
（
例
：

平
成
27
年
４
月
分
は
平
成
37
年
４

月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
保
険
料
を

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取

る
年
金
額
を
増
額
す
る
た
め
に

も
、
追
納
す
る
こ
と
を
お
勧
め
し

ま
す
。

　

学
生
納
付
特
例
期
間
の
承
認
を

受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か
ら
数
え

て
３
年
度
目
以
降
に
追
納
す
る
場

合
は
、
承
認
を
受
け
た
当
時
の
保

険
料
額
に
経
過
期
間
に
応
じ
た
加

算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。
加
算

額
に
つ
い
て
は
、
担
当
窓
口
へ
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

出張年金相談のご案内
第２・４木曜日 第２金曜日

４月 14 日・28 日 ８日

５月 12 日・26 日 13 日

場所 水俣市もやい館 芦北町役場
相談時間：午前 10 時～午後３時

ご相談の方法―
事前に電話予約を行ってください。
○八代年金事務所出張相談予約窓口

　電話番号：0965-35-6123
　（受付時間：平日午前９時～午後５時）
※ご予約の際には、ご相談者様の基礎年金番号
が分かるものをご準備のうえ、お電話ください。

年金
情報

　昨年実施しました国勢調査（平成 27 年 10 月
１日付け）へのご協力、誠にありがとうござい
ました。お忙しいなか記入していただいた皆さ
んのおかげでデータが集まりました。
　この調査結果は、地方交付税の算定や福祉政
策、雇用政策、防災対策などさまざまな行政施
策に欠くことのできない資料として利用され、
これからのまちづくりに生かされます。
　今後も統計調査へのご理解、ご協力をお願い
します。

問総務課企画財政班
　☎７８-３１１１（内２１８）

平成 27年国勢調査　津奈木町の人口は…

これまでの人口推移

4,678人 男  2,167人
女  2,511人

4000

5000

6000

H27H22H17H12H7

5,793 5,741

5,424

5,062

4,678

　

平
成
26
年
10
月
か
ら
予
防
接
種
法
に
基

づ
く
定
期
予
防
接
種
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。
平
成
28
年
度
は
次
の
人
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
な
お
、
過
去
に
肺
炎
球
菌
ワ

ク
チ
ン
（
ポ
リ
サ
ッ
カ
ラ
イ
ド
）
を
接
種

し
た
人
は
対
象
外
と
な
り
ま
す
。

対
象
者

①
平
成
28
年
度
に
次
の
年
齢
に
な
る
人
。
65

歳
（
昭
和
26
年
４
月
２
日
〜
昭
和
27
年
４

月
１
日
生
ま
れ
）、
70
歳
（
昭
和
21
年
４
月

２
日
〜
昭
和
22
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
75

歳
（
昭
和
16
年
４
月
２
日
〜
昭
和
17
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）、
80
歳
（
昭
和
11
年
４
月
２

日
〜
昭
和
12
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、
85
歳

（
昭
和
６
年
４
月
２
日
〜
昭
和
７
年
４
月
１

日
生
ま
れ
）、
90
歳
（
大
正
15
年
４
月
２
日

〜
昭
和
２
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）、95
歳
（
大

正
10
年
４
月
２
日
〜
大
正
11
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）、
１
０
０
歳
（
大
正
５
年
４
月
２

日
〜
大
正
６
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

②
60
歳
以
上
65
歳
未
満
で
、
心
臓
、
腎
臓
、

呼
吸
器
の
機
能
ま
た
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
）
に
よ
る
免
疫
の
機
能

に
障
害
が
あ
る
人

期　

間　

平
成
29
年
３
月
31
日
ま
で

費　

用　

２
６
０
０
円

接
種
方
法　

指
定
医
療
機
関
で
個
別
に
摂

取
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。



　

平
成
28
年
４
月
か
ら
建
築
基
準

法
な
ど
に
関
す
る
届
出
や
申
請
書

な
ど
は
「
郵
送
」
に
よ
る
受
付
も

行
っ
て
い
ま
す
。

　

道
路
種
別
の
確
認
や
事
前
相
談

な
ど
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
や
メ
ー
ル
で
も
受

け
付
け
て
い
ま
す
。
な
お
、
届
出

や
申
請
書
は
「
信
書
」
に
な
る
た

め
、
メ
ー
ル
便
や
宅
急
便
な
ど
で

の
送
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

届
出
・
申
請
先

　

県
南
広
域
本
部
景
観
建
築
課

（
〒
８
６
６-

８
５
５
５
、八
代
市

西
片
町
１
６
６
０
）

　

☎
０
９
６
５-

３
３-

３
１
１
７

　

FAX
０
９
６
５-

３
３-

４
０
５
１

　

メ
ー
ル
：nandokeikan25@

pref.kum
am
oto.lg.jp

※
芦
北
地
域
振
興
局
で
も
月
・
木

曜
日
の
午
前
10
時
〜
正
午
は
窓
口

を
開
設
し
て
い
ま
す
の
で
、
書
類

の
提
出
や
相
談
・
協
議
を
行
う
こ

と
が
で
き
ま
す
。

問
県
土
木
部
建
築
住
宅
局
建
築
課

建
築
物
安
全
推
進
室

　

☎
０
９
６-

３
３
３-
２
５
３
４
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景
観
建
築
関
係
の
届
け
出

窓
口

Life

Information

く
ら
し
の

情
報
掲
示
板

　

消
防
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
28
年
第
１
回
危
険
物
取
扱

者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施
さ

れ
ま
す
。

試
験
の
種
類　

甲
種
、
乙
種
第
１

〜
６
類
、
丙
種

試
験
日　

６
月
12
日
（日）

試
験
地　

熊
本
市
、
八
代
市
、
天

草
市
、
玉
名
市

願
書
受
付
期
間

▼
書
面
申
請

　

４
月
14
日
（木）
〜
21
日
（木）

▼
電
子
申
請

　

４
月
11
日
（月）
〜
18
日
（月）

願
書
配
置
場
所

　
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部
、
熊
本
市
消
防

局
・
県
下
消
防
本
部

問
（
一
財
）
消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
熊
本
県
支
部

　

☎
０
９
６-

３
６
４-

５
０
０
５

危
険
物
取
扱
者
試
験
の

案
内

　

現
在
、
奄
美
大
島
で
は
果
物

な
ど
に
害
を
与
え
る
ミ
カ
ン
コ

ミ
バ
エ
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ

が
寄
生
す
る
可
能
性
の
あ
る
果

物
に
つ
い
て
、
奄
美
大
島
か
ら

の
持
ち
出
し
が
法
律
に
よ
り
禁

止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ミ
カ
ン
コ
ミ
バ
エ
が
果
実
に
産

卵
す
る
と
、
果
実
の
中
で
ふ
化
し

た
幼
虫
が
果
実
を
食
い
荒
ら
し
腐

敗
・
落
果
し
、
ひ
ど
い
場
合
は
収

穫
で
き
な
く
な
り
ま
す
。（
こ
の

ハ
エ
は
人
や
動
物
に
は
害
は
あ
り

ま
せ
ん
。）

　

奄
美
大
島
で
は
１
日
も
早
い
根

絶
を
目
指
し
、
国
を
挙
げ
て
防
除

を
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ま

の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
詳

し
く
は
、
植
物
防
疫
所
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
植
物
防
疫
所
八
代
出
張
所

　

☎
０
９
６
５-

３
７-

１
５
４
４

果
物
な
ど
に
害
を
与
え
る

ハ
エ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

ミ
ツ
バ
チ
は
、
果
樹
類
や
い
ち

ご
、
メ
ロ
ン
、
す
い
か
な
ど
の
園

芸
作
物
の
花
粉
交
配
に
不
可
欠

で
、
農
業
生
産
に
お
い
て
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
カ
ン
キ
ツ
類
の
開
花

が
始
ま
り
、
ミ
ツ
バ
チ
が
蜜
や
花

粉
を
求
め
て
訪
花
す
る
時
期
と
な

り
ま
す
。
農
薬
散
布
の
際
は
次
の

３
点
に
留
意
し
、
ミ
ツ
バ
チ
の
死

亡
事
故
が
発
生
し
な
い
よ
う
十
分

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
農
薬
は
ミ
ツ
バ
チ
に
影
響
の
あ

る
薬
剤
か
ど
う
か
ラ
ベ
ル
で
確
認

し
、
使
用
上
の
注
意
事
項
に
従
っ

て
適
正
に
使
用
す
る
。

②
近
く
の
養
蜂
家
と
巣
箱
の
位
置

や
防
除
計
画
な
ど
事
前
に
情
報
交

換
す
る
。

③
防
除
時
は
、
ほ
場
周
辺
を
十

分
確
認
し
、
ミ
ツ
バ
チ
や
巣
箱

に
農
薬
が
か
か
ら
な
い
よ
う
に

注
意
す
る
。

問
熊
本
県
農
業
技
術
課

　

☎
０
９
６-

３
３
３-

２
３
８
１

ミ
ツ
バ
チ
へ
の
農
薬
危
害

防
止

平成 28年度水俣病犠牲者慰霊式

　水俣病の犠牲となって亡くなられた全ての生命に
慰霊の祈りをささげる慰霊式を執り行います。水俣
病がもたらした多くの深刻な被害を再確認し、環境
破壊に対する反省と環境再生・創造への誓いの念を
地域住民で共有しながら全世界に向けて生命・健康・
環境の尊さを訴えていくことを目的としています。
日　時　５月１日（日）午後１時 30 分
場　所　エコパーク水俣親水緑地「水俣病慰霊の碑」前
送　迎　下記のとおり、会場までの送迎バスを運行

します。（終了後は逆コースで運行します。）
問い合わせ
　水俣市環境モデル都市推進課　☎６１-１６１２

★「水俣病慰霊の碑」に奉納する名簿を受け付けます
　水俣市立水俣病資料館では、毎年５月１日の水俣
病犠牲者慰霊式で、慰霊の碑に奉納する名簿への申
込を受け付けています。
　申込者には、後日、同慰霊式の案内状を送付します。
対　　象　水俣病認定患者で亡くなられている人
申込締切　４月８日（金）午後５時
　　　　　※締切日以降に受け付けた分は、来年５
　　　　　　月に奉納されます。
申込方法　水俣病資料館または水俣市環境課で申込
　　　　　手続きを行ってください。
　　　　　【必要なもの】印かん
問い合わせ
　水俣病資料館　☎６２-２６２１
　水俣市環境課　☎６１-１６４７

福

浦

公

民

館

合

串

漁

港

前

平
国
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
前

赤
崎
漁
村
セ
ン
タ
ー

大

泊

公

民

館

前

津
奈
木
町
役
場
前
バ
ス
停

四

季

彩

前

バ

ス

停

新
水
俣
駅
前
バ
ス
停

慰

霊

式

会

場

11：50 発 12：00 発 12：10 発 12：20 発 12：25 発 12：35 発 12：40 発 12：50 発 13：00 着

　

不
要
に
な
っ
た
ガ
ラ
ス
び
ん
を

砕
い
た
粒
（
カ
レ
ッ
ト
）
を
再
利

用
し
て
、自
由
に
絵
を
描
き
ま
す
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
や
動
物
、
風
景
な

ど
好
き
な
作
品
を
作
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

日
時　

４
月
24
日
（日）　

午
前
10
時

〜
正
午

場
所　

熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

（
水
俣
市
）

募
集
人
数　

約
30
人
（
先
着
順
）

参
加
費
用　

無
料

申
込
方
法　

４
月
17
日
（日）
ま
で

に
、
①
住
所
、
②
氏
名
、
③
年

齢
、
④
電
話
番
号
を
明
記
し
て
、

ハ
ガ
キ
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（
６
２-

１
２
１
２
）や
メ
ー
ル（center@

kum
am
oto-eco.jp

）
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
詳
し
く

は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w
w
.pref.kum

am
oto.jp/

kiji_14652.htm
l

）
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

問
熊
本
県
環
境
セ
ン
タ
ー

　

☎
６
２-

２
０
０
０

リ
・
グ
ラ
ス
ア
ー
ト
を

作
ろ
う

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
人
た
ち

の
生
き
が
い
を
高
め
、
健
康
で
明

る
い
生
活
を
過
ご
し
て
い
た
だ
く

た
め
に
長
年
培
っ
た
知
識
と
豊
富

な
経
験
を
活
か
し
、
就
職
で
き
る

よ
う
職
場
開
拓
と
職
業
相
談
・
紹

介
を
行
っ
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。な
お
、

65
歳
に
満
た
な
い
人
か
ら
の
相
談

も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。（
平
成

27
年
度
実
績
＝
求
職
者
45
人
の
う

ち
就
職
者
17
人
）

相
談
日
・
時
間　

毎
週
月
・
水
・

金
曜
日
の
午
前
10
時
〜
午
後
４
時　

※
祝
日
は
除
く
。

場
所　

芦
北
地
域
振
興
局
福
祉

課
内

問
熊
本
県
高
齢
者
無
料
職
業
紹

介
所

　

☎
８
２-

５
３
１
０

高
齢
者
の
た
め
の

無
料
職
業
相
談
所

　
「
振
り
込
め
詐
欺
」
な
ど
の
特

殊
詐
欺
被
害
が
平
成
27
年
中
、
熊

本
県
内
で
１
０
７
件
（
被
害
総
額

約
３
億
１
９
０
０
万
円
）
発
生
し

特
殊
詐
欺
の
被
害
を
防
止

金
融
機
関
窓
口
で
声
か
け
実
施

て
い
ま
す
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
す

べ
て
の
人
が
、詐
欺
に
気
づ
か
ず
、

電
話
の
相
手
か
ら
言
わ
れ
る
が
ま

ま
に
現
金
を
準
備
し
て
犯
人
に
渡

し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
特
殊
詐
欺
被
害
を
防

止
す
る
た
め
、熊
本
県
警
察
本
部
、

九
州
財
務
局
、
県
内
金
融
機
関
業

界
団
体
な
ど
は
連
携
協
定
を
締
結

し
、
金
融
機
関
に
お
い
て
声
か
け

な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
皆
さ
ま
の
大
切
な
財
産
を
守

る
取
り
組
み
で
す
の
で
、
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

取
組
内
容　

金
融
機
関
の
窓
口
で

高
齢
者
が
高
額
の
預
貯
金
を
引
き

出
そ
う
と
す
る
場
合
、
次
の
こ
と

を
行
い
ま
す
。

①
チ
ェ
ッ
ク
シ
ー
ト
を
使
い
、
詐

欺
被
害
に
遭
っ
て
な
い
か
職
員
に

よ
る
声
か
け
。

②
可
能
な
限
り
現
金
で
の
払
出
し

を
避
け
、「
振
込
み
」
ま
た
は
現

金
化
に
本
人
確
認
が
必
要
な
「
預

貯
金
小
切
手
」の
利
用
を
勧
め
る
。

③
顧
客
の
原
動
に
少
し
で
も
特
殊

詐
欺
被
害
の
可
能
性
が
認
め
ら
れ

た
場
合
、す
ぐ
に
警
察
へ
連
絡
し
、

駆
け
つ
け
た
警
察
官
と
共
同
で
被

害
の
有
無
を
確
認
す
る
。

問
熊
本
県
警
察
本
部
生
活
安
全
企

画
課

　

☎
０
９
６-

３
８
１-

０
１
１
０
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図書     だより

津奈木町図書館
開　館　午前８時 30 分～午後５時
　　　　（土日祝日は午前 10 時～
　　　　  午後５時）
休館日　月曜日、年末年始
問合せ　☎７８-３０９６

本の貸し出しについて―
▽貸出冊数は、１人３冊までです。
▽貸出期間は２週間です。ただし、入
荷１か月以内のものと予約が入ってい
る本については、１週間となります。

今
月
の
新
着
お
す
す
め
本

すばしっこいといったら、それだー
れ？木のぼりじょうずといったら、
それだーれ？子どもへの読み聞かせ
にぴったりな「連想あそび」の絵本。
「連想ゲームが楽しい」と読者に好
評です。

どうぶつ連想　それ、だ～れ？
著：サトシン　絵：ドーリー

児童書

    

　

良
妻
賢
母
っ
て
知
っ
て
い
ま
す

か
？
素
敵
な
妻
で
賢
い
母
で
、
良

い
（
自
慢
で
き
る
？
）
子
を
育
て

る
理
想
の
主
婦
。
女
性
は
み
ん
な

そ
う
な
る
べ
き
と
世
間
さ
ま
は
期

待
し
が
ち
。
…
と
い
う
か
、
女
性

自
身
「
そ
う
な
ら
な
く
ち
ゃ
！
」

と
思
い
込
ん
で
し
ま
う
わ
け
だ
か

ら
、
理
想
と
違
う
現
実
の
、
待
っ

た
な
し
の
家
事
や
思
い
通
り
に
な

ら
な
い
子
育
て
に
、
い
つ
し
か
ス

ト
レ
ス
が
溜
ま
っ
て
し
ま
い
、
世

間
の
期
待
が
だ
ん
だ
ん
プ
レ
ッ

シ
ャ
ー
に
な
っ
て
く
る
…
外
で
仕

事
も
し
て
い
る
と
な
れ
ば
ス
ト
レ

ス
は
倍
増
！
な
ぜ
女
性
は
そ
こ
ま

で
追
い
つ
め
ら
れ
る
の
で
し
ょ

う
？
も
ち
ろ
ん
、
世
間
さ
ま
（
↑

自
分
自
身
）
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う

こ
と
が
一
番
の
原
因
な
の
で
す

が
、
も
う
一
つ
は
、
家
事
労
働
が

女
性
だ
け
の
負
担
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
れ
が
当
然
の
よ
う
に
思

わ
れ
て
き
た
け
れ
ど
「
な
ぜ
女
性

だ
け
？
」
に
対
す
る
答
え
は
あ
る

の
か
な
？
文
句
も
言
わ
ず
に
こ
な

せ
ば
、
良
妻
賢
母
？
ほ
め
言
葉
で

し
ょ
う
け
れ
ど
、
な
ん
だ
か
無
理

を
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
決
め

付
け
の
言
葉
で
も
あ
る
よ
う
な
…

　

そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
範
囲
内
で

の
家
事
労
働
を
、
の
び
の
び
こ
な

す
女
性
こ
そ
、
良
妻
賢
母
で
は
な

い
の
か
な
ぁ
。
家
事
労
働
は
負
担

で
は
な
く
、
家
族
の
た
め
の
と
て

も
大
切
な
お
仕
事
で
す
。
女
性
、

男
性
関
係
な
く
従
事
し
て
、
初
め

て
家
庭
が
成
立
す
る
の
で
は
？

　

お
互
い
の
生
活
に
な
く
て
は
な

ら
な
い
お
仕
事
だ
か
ら
、
キ
チ
ン

と
捉
え
て
一
緒
に
や
っ
て
み
ま

し
ょ
う
よ
。

（
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北アメリカ最高峰のマッキンリー山（デ
ナリ）への登頂をはじめ世界各地でさ
まざまなチャレンジに臨んできたイモ
トが、自分を奮い立たせるための 88 の
言葉を紹介する本。イモト自らの言葉
だけではなく、作家や映画監督などか
ら彼女が学んだ格言も収録されていま
す。彼女の前向きな生き方を、悩みご
とを乗り越えるヒントにしてみては。

イモトの元気の素　88の言葉
著：イモト アヤコ

一般書

ほかにもこんな本が入りました
児童書　

一般書　

▼リュックちゃんです／とよた かずひこ　▼へんしんマーケット／あきやま ただし　▼タベールだ
んしゃく／さかもと いくこ　▼つんつくせんせいとまほうのじゅうたん／たかどの ほうこ　ほか
▼平蔵狩り／逢坂 剛　▼倒れるときは前のめり／有川 浩　▼海と月の迷路／大沢 在昌　▼ペコロス
の母の贈り物／岡野 雄一　▼狙撃手のオリンピック／遠藤 武文　ほか

社会福祉協議会へ―
【香典返し】《例》地区名　喪主・届出人（故人）　▼日添　
伊藤キヌ子（正一）▼平国下　實光三枝子（久博）▼日添　
上村幸一（山下彩子）▼中尾　福田豊子（ツルヲ）
　上記の方々から金一封をご寄附いただきました。ご意思に
添い、有効に活用させていただきます。

つなぎ行事カレンダーつなぎ行事カレンダー ４月20162016
AprilApril

町の人口と世帯数 平成 28 年２月末日現在
※カッコ内増減は前月比

人 口 4,846 人（ － ２ 人 ）

男 2,266 人（ － ２ 人 ）

女 2,580 人（ ± ０ 人 ）

世帯数 1,969 戸（ － ５ 戸 ）

◆出生 ０ 人 ◆転入 11 人
◆死亡 10 人 ◆転出 ３ 人

ご寄附・ご芳志お礼 （敬称略）

 　津奈木町役場庁舎　　農業就業改善センター　　つなぎ美術館　　物産館グリーンゲイト　　つなぎ温泉「四季彩」　　各
小中学校　　津奈木幼稚園　　つなぎ保育園　　水俣市保健センター　　 総合グラウンド　　B&G体育館　　 つなぎ文化セン
ター　◆その他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※カッコ内の「P○」は記事掲載ページ。

役 改 美 物 四 学

幼 保 水 グ 体 文

日  Sun 月  Mon 火  Tue 水  Wed 木  Thu 金  Fri 土  Sat
１ ２

　 つ な ぎ う ま
かもんマルシェ　
9:30 ～
　 つなぎ桜祭り
ウォークラリー
大会

３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
　 つ な ぎ う ま
かもんマルシェ　
9:30 ～

　 キラキラ☆クラ
ブ　10:00 ～ 12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30 ～ 13:30
◆交通安全運動期
間　～ 15 日

　 １歳６か月児
健診　13:00 ～
　 津奈木小学校
入学式　10:00 ～

　 つ な ぎ 朝 市　
7:30 ～

10 11 12 13 14 15 16
　 津奈木中学校
入学式　10:00 ～

　 津奈木幼稚園
入園式　10:00 ～

　 ６か月児健診　
13:00 ～

17 18 19 20 21 22 23
　 津奈木町消防
点検（P17）
　 読書表彰・読
み聞かせ会（P16）

　 ２歳児歯科検
診　13:00 ～

　 キラキラ☆クラ
ブ　10:00 ～ 12:00
　 母子健康手帳交
付　8:30 ～ 13:30

24 25 26 27 28 29 昭和の日 30
　 ４か月児健診　
13:00 ～

　 ３歳６か月児
健診　13:00 ～
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